
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立城北小学校 ）     学校番号 ９６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 教職員がチームワークを大切にし、創意と活力に満ちた、安全で美しい学校づくりに努める        

          

重 点 目 標 

１ 「じょうほくの教育」の推進（丈夫な心と体づくり、個性の伸長、学力の向上） 
２ 安全で美しい学校づくり（教育相談体制の充実、安全教育、安全管理の徹底） 
３ 地域に開かれた特色ある学校づくり（学校運営協議会等の有効活用） 
４ 教職員の協力体制の確立（学習指導・生徒指導の情報共有及び主任を中心とした連携体制の構築） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉  

○令和３年度の全国学力・学習状況調査やさいた

ま市学習状況調査の「算数の勉強は好きです

か」の項目では、肯定的な回答が全国・県・市

の平均より 1５ポイント以上下回っている。 

○令和元年度のさいたま市学習状況調査では、国

語・算数共に、正答率が市平均より大きく下回

っている。 

○日頃の学習の様子では、意欲的に学習に取り組

む児童も多いが、集中力を欠いてしまう児童も

少なくない。 

〈課題〉 

○学習全般に対する興味・関心が高まっておら

ず、児童が学習をすることの意義を実感できる

ようにすることや達成感や充実感を味わえるよ

うにすることが課題である。 

○基礎・基本的な学力の確実な定着を図ること。 

・１人１台の端

末を活用した

授業の工夫・

改善と、繰り

返し学習の実

施 

 

 

 

①「朝の学力アップタイム」を毎週水曜

日に確実に実施し、繰り返し学習す

ることで基礎・基本的な学力を向上

させる。 

②１人１台の端末で、ミライシードのド

リル学習やスタディサプリを活用

し、個別の結果を解析しながら「計

算力・漢字・国語力」を向上させ

る。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、基礎学力に関するＡＢ

の総計が昨年度の数値以上となった

か。 

②市学習状況調査（算数）の平均正答率

が令和元年度の数値以上となったか。 

①学校評価の基礎学力に関する項目で、児童が 87%、保

護者は 80%が肯定的な回答であった（昨年の数値は児

童 84.8%,保護者 83.5%)。 

 「朝の学力アップタイム」では、各学年ごとに共通の

教材を使用するように改善し、計画的に実施できた。 

②市学習状況調査（算数）の平均正答率は令和元年度比

＋1.1%となった。 

タブレットについては、授業のまとめ学習や自主学

習、家庭学習等において活用は進んでいるが、成果に

は結びついているかは、今後さらに研究を進めてい

く。 

B 

・タブレットについてはまとめ学習や

自主学習だけでなく、授業で「ノー

トや鉛筆のように」効果的に活用で

きるよう、研究・実践に取り組む。 

・「朝の学力アップタイム」や授業開

始時の「基礎学力アップタイム」等

の充実・改善を図り、継続して取り

組んでいく。 

 

・家庭学習の習慣がついて

いないので、宿題を適切

に出してほしい。 

・自主学習の内容について

検討してほしい。 

・学習に対して興味・関心

を高められるような取組

について研究していって

ほしい。 ・ 学 習 へ の 興

味・関心を高

め、達成感や

充実感を味わ

えるような授

業の工夫・改

善 

 

①指導者を要請した算数科の校内授業研

究会を年度内に６回実施し、教員の

指導力を向上させる。 

②各学年で共通の学習規律を確立させ、

徹底することで児童が落ち着いて授

業に取り組めるようにする。 

①学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、基礎学力に関するＡＢの総計が

昨年度の数値以上となったか。 

②各学年の共通の学習規律を確立させ、

実践することができたか。 

①学校評価の基礎学力に関する項目で、教員の 46.4%が

肯定的な回答であった（昨年の数値は 41.9%）。ま

た、思考力の育成に関する項目では、46.4%が肯定的な

回答であった（昨年の数値は 45.2%）。 

指導者を招聘した算数科の研究授業を５回実施し（１

回は指導案指導）、併せて研修会での指導もいただい

た。 

②時間の遵守や発表の仕方、話の聞き方等、学年で共通

した学習規律を徹底し、授業態度も落ち着いたものと

なった。 

B 

・今年度の学校課題研究における結果

を分析し、引き続き基礎学力向上に

ついて研修を進めていく。 

・全教員が定期的な公開授業を行い、

互いに授業実践について学び合える

ようにする。また、教員一人ひとり

が「よい授業の４つの因子」を常に

意識した授業を実践していく。 

2 

〈現状〉  

○令和３年度の学校評価に係る児童・保護者のア

ンケートにおいて、「喜んで登校しているか」

の質問に肯定的な回答をした児童は７７％、保

護者は８８％である。児童の肯定的な回答が令

和２年度の９１．２％より大きく下回った。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が原因と考えら

れる児童のけがは発生しなかったが、施設の老

朽化が目立ち始めている。 

〈課題〉 

○コロナ禍でのストレスや生活の変化が児童の心

身に与える影響が大きいことから、今後も児童

一人ひとりの状況を把握し、支援・相談してい

く体制づくりが課題である。 

○児童のけが防止のためにも、危険な箇所につい

て修繕を進め、また、児童にも自ら危険を予測

したり、回避したりする力を育む必要がある。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

 

 

 

①情報端末を活用して、児童向けアンケ

ートや面談等の記録を蓄積し、児童

一人ひとりの状況を継続的に把握で

きるようにする。 

②教育相談に係る校内委員会で蓄積した

情報を基に、児童の状況を細やかに

把握、分析することで、適切なタイ

ミングで組織的に支援・相談を行

う。 

①学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

②学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、保護者の項目「先生

の信頼」についてと児童の項目「先

生に相談」について、肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

①学校評価の教職員の指導に関する項目で、教員の 100%が肯

定的な回答であった。 

児童のアンケート結果や普段の生活の様子をしっかりと把

握し、必要に応じて個別面談を行うなどしながら、一人ひ

とりの児童に寄り添った指導を行った。 

②学校評価の保護者の「先生の信頼」に関する項目で、保護

者の 83.7%が肯定的な回答であった。また、児童の「先生

に相談」に関する項目で、児童の 90.1%が肯定的な回答で

あった。 

 生徒指導部会や教育相談部会において、児童についての情

報共有を行い、対応について話し合うなどして、組織的に

問題解決に向けて取り組んだ。 

B 

・担任だけでなく、学年・学校全体で

組織的に問題解決できるよう、生徒

指導・教育相談の体制を強化してい

く。 

・報告・連絡・相談・見届けを徹底

し、情報共有を確実に行う。 

・一人ひとりの児童に寄り添った指導

が行えるよう、児童が相談しやすい

環境を整える。  

・児童のあいさつができる

ようになってきた。大人

からも積極的に挨拶をし

ていくとよい。 

・体力や運動能力が低下し

ているためか、けがが多

いように思える。体力向

上のための取組を工夫す

るとよい。 ・施設・設備の

管理の徹底に

よる安全で安

心な教育環境

の充実 

 

 

 

①毎月の安全点検を確実に実施して、修

繕が必要な箇所と内容を集約し、迅

速に対応する。 

②児童が中心となり校内けがマップを作

成して、けがの発生場所や件数、原

因を分析し、全校児童に定期的に周

知することで、安全に対する意識を

高める。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、環境整備に関するＡＢ

の総計が８０％以上となったか。 

②保健委員会の取組により、児童の安全

に対する意識が高まり、けがの件数が

減少したか。 

①学校評価の教育環境整備の項目で、児童が 88.9%、保

護者は 74.9%が肯定的な回答であった。 

毎月の安全点検では、修繕が必要なところを点検簿に

集約し、組織的に修繕を行った。施設による重大事故

の発生はゼロである。 

②保健委員会の児童が中心となり、毎月校内けがマップ

を作成・掲示し、児童の安全に対する意識を高めるこ

とができた。 

けがの件数は、12 月現在、前年度比－17.2%である。 

B 

・毎月の安全点検だけでなく、日々の

施設点検を全職員で実施していく。 

・老朽化している箇所は、計画的に、

危険な箇所は早急に修繕を行う。 

・校内の清掃を徹底し、児童の持ち物

や備品等を整理・整頓する。また、

古い掲示物や破損している掲示物の

更新を行う。 

3 

〈現状〉  

○昨年度、本校学校運営協議会準備委員会を立ち

上げ、目指す児童の姿について確認をした。学

校・家庭・地域が協働して何ができるのかにつ

いて話し合った。 

〈課題〉 

○今年度は、昨年度の学校運営協議会準備委員会

で話し合われた「城北小学校の児童に身に付け

させたい力」について、より深く熟議し、その

実現に向けた方策を定め、継続的な行動に向け

た一歩を踏み出す。 

 

・ 児 童 ・ 保 護

者・地域の参

画・協働に基

づいた信頼さ

れる学校づく

りの充実 

①学校運営協議会を年３回実施する。熟

議を重ね、その実現に向けた方策を

定め、継続的な取組を進めていく。 

②信頼される学校づくりの実現に向け、

教職員に教職員事故や授業実践等に

関する研修を実施し、教職員事故の

防止や「よい授業」を実践する。 

①学校運営協議会において、実現に向け

た方策を打ち出し、継続的な取組を進

め始めることができたか。 

②学期に１回の研修を実施し、教職員事

故を起こさないための取組や、「よい

授業」を意識した授業を実践できた

か。 

①学校運営協議会を３回実施し、本校の課題や子どもたちに

身に付けたい力等について、熟議を行った。その中で挙げ

られた意見を受け、その目標を達成すべく、日々の教育活

動に取り組んだ。 

②資料を用いた教職員事故に関する研修や日々の注意喚起を

行ってきた。教職員事故の発生はゼロである。 

 教員は「よい授業」の実践に向けて、４つの因子を常に意

識しながら、教材研究や授業に取り組んだ。また、アンケ

ート結果を分析し、自身の指導力向上に努めた。 

B 

・学校運営協議会を充実させ、本校の

目指す児童像の具現化に向けて熟議

し、学校と家庭・地域が協働しなが

ら、取組を進めていく。 

・教職員の信頼向上のため、定期的に

教職員事故防止や「よい授業づく

り」のための研修を行っていく 

 

・ヒヤリハットについて、

児童会で取り組むとよ

い。 

・様々な家庭環境がある

中、子どもが大人に悩み

を相談できるかがカギで

ある。相談できる環境づ

くりを進めてほしい。 
・家庭・地域へ

の積極的な情

報発信と学校

公開 

 

①児童の学校生活の様子や教育活動につ

いて、学校ホームページや学校だよ

り等で積極的に情報発信をする。 

②新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策を徹底し、学校行事の内容を工夫

しながら積極的に学校公開を行う。 

①学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「学校からの情報提供」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

②学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「授業参観・学校行事の公

開」に関するＡＢの総計が昨年度の数

値以上となったか。 

①学校評価の「学校からの情報提供」の項目で、保護者

の 82.8%が肯定的な回答であった（昨年の数値は

81.6%）。 

学校ホームページを定期的に更新し、日々の教育活動

の様子についてもこまめに載せている。 

②学校評価の「授業参観・学校行事の公開」の項目で、

保護者の 88.3%が肯定的な回答であった（昨年の数値

は 90.9%）。 
 本年度は、昨年度まで実施できなかった行事等を積極的に

実施・公開することができた。 

B 

・学校ホームページがリニューアルさ

れるのを機に、教職員全員がホーム

ページを更新できるように研修を行

い、更新頻度を高くして児童の活動

の様子をわかりやすく伝えていく。 

・授業参観については学校公開日等を

積極的に設定する。 

4 

〈現状〉  

○新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末

等のＩＣＴの活用方法についてエバンジェリス

トが中心となって研修を重ねてきた。 

○働き方改革の推進により、時間外在校時間につ

いて改善されてきている。 

〈課題〉 

○授業等でのＩＣＴの活用について、教職員間で

差がある。 

○時間外在校時間について、教職員間で差があ

る。 

・若手教員の指

導力向上と教

職員のＩＣＴ

活用能力の向

上 

①放課後に不定期で短時間のミニ研修会

を実施するなど、研修の機会を増や

す。特にタブレット端末の活用法に

ついては、ＩＣＴリテラシーが高い

若手教員が講師となって実施する。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、「授業が楽しい」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

①学校評価の「授業が楽しい」に関する項目で、児童が

82%、保護者は 81.6%が肯定的な回答であった（昨年の数値

は、児童が 81.3%、保護者は 84.1%）。 

 ＩＣＴリテラシーが高い若手教員が講師となって、タブレ

ットの活用法などの研修会を実施し、すべての教員がＩＣ

Ｔ機器やタブレットを活用した授業を積極的に展開した。 

B 

・授業への興味・関心を高める一つの

手段として、児童の実態に応じた効

果的なタブレットの活用方法につい

て研修を進め、全教員が毎日授業で

積極的に利用できるようにする。 

 

・家庭にコンピュータやネ

ット環境がない児童への

配慮が必要である。 

・すべてタブレットで授業

を行うのではなく、書く

活動も大切である。適材

適所でタブレットを使用

させたほうがよい。 

・教職員の働き

方改革の推進 

 

 

 

①校務の整理、行事の見直し、簡略化、

精選を運営委員会等で行う。また、

時間外勤務時間を昨年度より減らす

ために、日報や口頭で意識化を徹底

する。 

①時間外勤務時間について、月平均４５

時間以内の職員の割合が昨年度以上に

なったか。 

①12 月末日現在、時間外勤務が月平均 45 時間を下回

った職員は 74.4％である（昨年度は 71.1%）。 

 教材・教具の共有や行事の精選、会議の効率化等

を進めた結果、時間外勤務の時間を削減すること

ができた。 

B 

・引き続き、教材・教具の共有や行事

の精選、会議の効率化等を進めてい

く。 

・教員によって校務分掌の業務量等に

偏りが出ないよう、組織的に取り組

んでいく。 



 


